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養化が進み， P H 10〜11に達する場 

合もあるが，本県では調査した範囲 

内ではまだ，そのようなP H 値はみ 

られず，比較的環境変化が少なく， 

自然の状態を保っているようである

( 3 ) 水生植物と池の形との関係 

北九州市の水環境保全基本調査報 

告 （ 1974年）によれば，ため池は次 

の 6 通りに類型分類ができる。

F 0 ••…人工堤のないもの。すなわ 

ち自然の池沼である。

FA ……一方に堤がある掌状のもの 

F A '……F A の単純な形のもの。

F B ……二方に堤があるもの。

FC……三方に堤があるもの。

FD……四方に堤があるもの。

この分類によると，中能登地域に 

はFC, FDの池形が多い。これは邑知 

地溝帯に起因する。その他の地域で 

は丘陵地の谷あいを利用してつくら 

れる場合が多い。 したがって，FA 

またはF A "となり，堤の反対側ある 

いは両側から遷移が進んでいく。

上記の分類による池形とおもな出 

現水生植物との関係を示すと，表 2 

のようになる。

これを見るとFA, F A 'に非常に 

多くの水生植物が生育しており，FD 

FO, F B ,F Cと少なくなっている。 し 

かし，この傾向は，本来の富栄養化

の速度を考慮すると，やがてFB >C , FDの順となってい 

くのではないかと考えられる。これをP H 値からみると 

FC, F D に出現するマツモ，ヒシ，ヨシ，カンガレイなど 

は P H  5 .0 〜 8 .4 と広い範囲に生育するものであること 

より推測できる。

4 . 結 論

この調査により私達は不充分とは言え，県内淡水産池 

沼の主要植物の常在度，水素イオン濃度との関係，池形 

の類形分類と水生植物との関係を明らかにし，その実態

表 2 池の形と水生植物

生活型 種 名
池 形

合計
FO FA FA, FB FC FD

ヒ シ 1 26 18 5 50
浮 才 二 ビ シ 3 2 5

葉 ヒ メ ビ シ 1 5 2 8

ヒ ッ ジ グ サ 23 11 34

ジ ユ ン サ 1 12 10 23
物 ヒ ノレ ム シ 〇 8 6 14

ガ ガ ブ 夕 1 1 2

3 シ 1 25 20 4 50
抽 ア シ 力 キ 1 23 17 1 1 43

水
力 ン ガ レ ィ 19 17 2 38

ガ マ 8 8 3 19

植 モ 1 8 5 2 16

ク 〇 グ 7 1 5 8 14
物 ゥ キ ヤ ガ ラ 10 4 14

ゥ ホ ネ 1 7 4 12

夕 ヌ キ モ 1 9 5 15

ツ モ 1 3 8 1 1 1 15

沈
ク □ モ 1 7 7 1 16

フ サ モ 1 6 6 1 1 15

卜 リ ゲ モ 6 5 1 12

水 ズ オ オ バ Z2 2 5 2 9

4 卜 モ 1 6 1 8

植
ヤ ナ ギ モ 1 ■3 2 1 7

ホ モ 1 1 4 1 7

フ サジ ンサイ 2 2

物 セ キシ ョゥ モ 2 2

セ ン 二 ン モ 2 2 4

ヤ ナ ギ ス ブ 夕 1 1 2 4

力 ナ ダ モ 2 2

ホソバ ミズヒキモ 4 1 5

合 計 17 各37 184 3 3 23 467

を解明することにより教材化への足がかりをつかむこと 

ができた。今後，さらに詳細な調査を累積し，池沼にお 

ける生態系への理解を深めたい。 .
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石川県下1 8 8 の池沼における水生植物の調査記録で

ある。主な種の出現が池沼タイプや池水のp H 値と結び 

つけて議論されている。調査結果が詳しく載せられてい 

るので，将来にわたって貴重な資料となるであろう。

(角 野 ）
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